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[991年 1992年 1994年 1995年 9６ 
Ｍ１ z50C l5DOOO MoOOO 小1.500 6」
２J］ 5.000 17.500 １７`000 20.000 nqb 
３月 12.000 25.OOU 2ＬＯＯＣ ２３００Ｃ ME 
`1Ｊ］ 12`55Ｃ 33.000 35ＤＯＣ 43.000 11.9 
５月 22`OOC 36.000 36.000 `10000 １１」
６月 28,000 33.50［ 32000 32500 I8N9 
７ＪＩ 42500 40.50Ｃ 37DOC Il600Ul 1２８ 
８ハ lＬＯＯＣ 4LOOC dＬＯＯＣ 13000 ＩＬＣ 
９ｊ］ 34.000 270500 32000 27.000 7.5 
10Ｊ 23.000 26DOC 29.000 27.000 7暇
11ノ！ 17.00［ 22DOC Z1000C 2ＬＯＯＣ 鋼８
１２）］ 26DOC 25.000 22.50Ｃ 23000 "GNG 
合ｉｌ 265,550 3420000 337.500 360.500 lＯｕＣ 
Ｂ人場苛激
1991年 1992年 1994年 l995fI； 96 
Ｍ１ 1,826 6.967 3.553 3.525 ２.Ｉ 
２Ⅱ 3.753 5.842 ･1.801 6.167 012 
3ハ 8.660 855.1 7.157 7.815 5４ 
`1月 9.275 15.016 l4Ill 1７，１８ 1１－７ 
５， 14.190 15644 16888 17.018 11-7 
６）Ｉ 15.527 １６．７Ｍ １８`107 １６.I2C 113 
７１且 19`564 19.092 18.387 20.809 Ｍ２ 
８閃 20,601 18.564 190823 18.533 1２７ 
９Ⅱ 山1２９６ 1１００３３ 12.083 10.226 7.［ 
ｌＯｊ］ 9.998 １０`1６４ 10240 lOb12C 7９ 
IlH 8,002 9.365 70937 7`878 S斑
１２k 13.285 l２ｎ３３１ 8.623 9.608 旧＄

































Ｌどこから営士か ％ ２交通手段 ％ 
スコソトランド IHO マイカー 7４ 
ラナーク周辺 鉄道1４ 1F 
グラスゴー 1111域バス1４ 爪ノ
エヂンバラ 腱距離バス●● ０ Ｈ 
中央スコットランド１１５ その他 ４ 
その「Ⅲ ２１ 合 ,iｌ lOn 
イングランド Ⅱ 
ウェーノレズ ２ 3．ビジター[Lll数
ヨーロッパ 今回初あて８ 5７ 
米Ｍ・カナダ ； 2ｋ]］Ｉ’ 別０
その{11」 ｑＬ ３回以上 2０ 
合 ,汁 1，， ,ＫＩＩｊ F１ 
ｚｋ 
ｌ。 計 10（ 
｢5＝蕊４，ビジターのiFHIi1l ％ にきた人数 qＯ 
すばらしかった BIO 1～２人 IＦ 
よかった GＵ 3～６人 砲
少しはよかった ６ 7～９人 ｌＲ 
よくなかった １０人以上Ｉ ●０ 
,Ｋｕｌｌ ６ ,Ｋｌﾘ’ ２ 































































































































































































トラスト本体 】 Ⅱ 
ニニーラナークIlWIl ； 4７ 
企樂研修・ホテル会社 ’ ４ 5９ 
ニニーラナーク協会 ' 

































































































































































































































2-1 ５７ １， 皿一訓幽咄獅一池一叩泗”｜趣
鯛5 師 鋼８
１０用 9.7 18KO 
51.Ｃ 6６０ 324Ｍ 
11, '３月 ＭＪ 
6２２ 7９５ 33Ｍ 
$粥 邪 6凪
190 ２Ｍ 27J 
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ビジターセンターの改純 611 0鹿 61週
第１ミル修復 Ｏ】 nJ 





,11.6 ３２Ｍ ７１－４ 
注：ＮＬＣトラストの会計flz慨から作成ｃ
lｌＦＩ 
第１５表ビジターセンターの街難収支
(H1位万ポンド）
1９９５ 
－ 
94.とＩ
1996 
９３．５ 
９２．９ 
４．４ 
－３ＬＯ 
６２５ 
－３８８ 
０．２ 
２Ｍ 
１９９７ 
８８．８ 
８７.Ｃ 
４６ 
－２４．５ 
63.8 
-369 
０．２ 
27.1 
1998 
146.7 
89.0 
５７．７ 
－３５，９ 
１１１．０ 
－８０．５ 
売上げ額
内ｉｉｉ』}Ｆ
内企漿研修・ホテル企業
販売コスト
組利益
行理没
利了
純然
３４６ 
６０１ 
－４０．８ 
０３ 
１９６ 3１１ 
注：ＮＬＣトラスト会;|年栩から作成。センター全体の数字は，内部調皷ずみの数字であり(付属組織の１１１純な合計ではない伺
Ｉｌｌ１びている。ビジターセンターの経営がIllri調に進んでいることを示している。
以上のように，ニニーラナークの観光覗難は，とくにホテルのDM梁によっ
て完全に成功していると！;iFlliできる。
第１６表は，ＮＬＣトラストへの人ＩＭＩ・ｆｉ:理費への助成金を示したもの
であるが，各年まったく'１１]額ではないが，１９９７年には，人('|:1.ｔへの補助
が53,740ポンド（37.4％）で，その他の管理笹が89,945ポンド（62.6％）
である。人'|:斑は教育拠当スタッフとljH苑}11当スタンプの２ｆｉにたいする
人I7Miである。符皿蛮には，いろいろあり，年度によって少し異なってい
るが，ミレニアム対箪費とか，パンフレット作成へのItiliuとか，ホテル開
館に対応するマーケティング卸11,常業liiji略を立てる計1111Ｍ(とか，経営を
補強するためにiili肋されている。
以'2，ニューラナークの経営1ｉＩ１ｆを櫛lliに分析してきたが，膨大な補助
金によって通常されていることもＩ下尖である。ＮＬＣトラストは，１１立的
な経営を目標にしており，,ｊｉ炎hli助命への依存皮も低下してきている。節
１２衣をもう一度みていただきたい。もしもピレッジの修復が終われば，
この部而への助成金はなくなるはずである。
イギリスにおける歴史的雌雄辿蹟の(Iilｲﾎﾞ辿勁と観光盗iMi化１２５
第１６表ＮＬＣトラストへの人件鋭符IIl1fY助成金
（｢11位ポンド）
人('1:世行FIMlllli助金
1996１９９７１９９８ 
1,15129,69529895 
10,90022,09522,095 
33.30033.92533.925 
[･』］体塩 Ⅲ１Ｍ］ 
Sou1hLanarkshireCoun． 
｢、
教育ｊｌＷｉ
開発ＩＩＰ１１
行pl11Y
ミレニアム対襲
パンフレソト補助
ホテルコンサルタント潤
鴬蝿,illli'Ｍ１
［
【
〕
戸
【
Ｕ
Ｐ
肘
〕
（
ｕ
）
【
ｕ
）
ｎ
凸
侭
Ｕ
ｎ
Ｖ
ハ
ツ
，
９
□
 
（ｕ）、〃』、『リ
ハ
ニ
、
〃
】
ｑ
Ｕ
’'151 
0,900 
3,300 
16.000 
5,000 
4,312 
2,500 
97,727 
34,965 
22795 
小計
IIistoricScotland管理YU
LanarksllireDevelopmcnt開発|[ｌ
Ａｇｅｌ１ｃｙ薯，－
61,35185,715 
33､300３３９２５ 
ｌｕ､１１
ミレニアム対策凸
営錐,illIlIiYf
2lb･'5０ 
１６０００ 
22095 
2500 
25295 
138,214 
330 
296.531 
小囿ｌ
ＥＲＤＡＩ金
その他名in小団体
へ 爵１１ｺ 
37..15022.095 
マーケティング
教育iIl､'１ 3,380L95C 
l3a481114a685 
注：ＮＬＣトラスト会i1fIzfHから作成ｃ
奥〈l:ビジターセンターの純赫は，人('|:斑・箭ＩＩｌ１Ｙｌ助成金をこえている。
すなわち，人件蛮・打FM蜜へのiIli助命は，1996（1；から135万ポンド，１４８
万ポンド、２９７ノノポンドであったが，ビジターセンターの純lWEは，１９９５
年から196万ポンド，２４.`1万ポンド，２７．１ﾉﾌﾞポンド．３Ｌｌ〃ポンドであ
り，補助金額を滞-1ニヒＭっているのである。もし人('|:賀・衝II11fYの補助金
がなくなっても，３，Ｍ【のビジター数が維持されれば，ビジターセンターの
純収1Kでなくなる人|'|:Y酢祷lJu幽柵i助部分を光分にlWi先することができる。
補助金なしでセンターの経営がおこなわれる１１能性が光分にある。
人件f趾行理iHl}iIiluj企がなくなるというシビアーな状況は，イギリスの
文化Ihli火辿確保批政苑からはFjuIしえないが，ニューラナークのiiM光'11:難
１３〔
が，厳しい状況卜でも充分にl耐えうる休磁を備えていることを証IUjしてい
るといえよう。
（１） 
（２） 
(３） 
ＮＬＣトラストの内部資料｡
詳しくは，lMi掲拙繭「夕１１i炭鉱遺蹟の観光資iIi(化について」を参照･
NLCトラストの各郁のHf料には、そうした指摘があるの
おわりに
以上のように，小論は，イギリスのl1imにして有ﾉﾉな産業迫職の保存巡
勁と復元した産業過般を観光盗源とした観光Ⅲ櫟をみてきたが，岐後に，
ここでニニーラナークの保存迎助とその観光化についての感想を述べてお
きたい。
第１に私は，この論文を＃き終わって，イギリス人は民間・政府の枠を
こえて，歴史的な産業過ＩＡｌｔを大切に保存しようとする強烈な意識をもって
いることに，改めて感心させらｵ'た。それは，イギリス人の文化水準の,断
さを証明していると評Ⅲiできる。
しかしそうした怠識は，－(ｿIにして出来上がったものではなく，イギリ
スの長い歴史の中で，端われてきたものであることを，われわれは知って
おくべきである。
もっとも，【!fいものを大切にする発想は，１１本のように木と上と竹でで
きていた延物とちがって，イギリスの場合はレンガや行でできていて耐久
性が群し<長く，また地鰹がなく樅進物の雄て方が単純にして烙安である
というイギリスの特殊2lPIiIjに根拠をもっていることも事実である。
しかしそれだけをもって，イギリスの迫班保存逆動を｣qU解することはで
きないであろう。たとえば，［]然や風jjlを保護し，歴史的な建物・文化を
I遡ってlKlLLL-股に公開してきたボランティア活jliIであるナショナル・トラ
ストは，100｛1三以上にわたる朧史があり，イギリス人が反い'M1，｜i]然や朧
イギリスにおける雌史的I躯Wi遺蹟のｌＷＦ述勁と観光巌ilIli化13］
史や文化を人切にするためにiII)知れない努ﾉJをiiHみ上げてきたことがわ
かる。厳染辿蹟のlwFjili肋もまた，そうしたナショナル・トラスト迎皿jに
みられる121然・風l;t・l1if史的過Kjliの保存迎勤の災い歴史的な悩みの成果の
上に成り'わているということである。
第２に，イギリスの箙堆過RIlt際(jjuililjが，’'１火政府や各段Ⅲ'iの内治体の
手I'ﾉい係,通と理解のもとに，トラストjuiiIiIとして，ボランティアによる災
間のﾉﾉで強力に，しかも熱心におこなわれていることに改めて感心したこ
とである。
イギリス政11VのJ)i｢i堆辿雌保Yj巡1,1にたいするｌｌＩｌ１ｉ盤は，膨人なIlli助金によっ
て１Ｍ政化されているが，それは11本のように、無i汁画なばらまき行政では
なく、陵I0ltil画のもとに，実に肝炎に，かつI1Liliにおこなわれているので
ある。
しかもその保謹が，１１本にみられるようにどちらかといえば，お役所的
な産難保捜にあたえられるのではなく，ｉコイ:的にポランタリーにおこなわ
れているトラストjilhlillに，与えられていることが典に強烈な'1]象を与えて
くれる。｜｣木の場合は．自主的であれば，それだけ政府のｌｌｉＬＭＩｉが薄くなり
がちである。また雌堆遺毅保護の！【体も，安易に第３セクターという方式
がとられている。
しかしイギリス政府は，産業迫ｈｌの保存文持機関も，fliなる補助金のば
らまきではなく、（1Liltに係rF述動の典価を|Ｍ１いながら，質的に商い保ｲｨ
迎jillをL戦１１に文援しているliJilrIに，われわれはｉ11｢1しなければならないだ
ろう。
第３に([Iより，私は，ＥｉｉＥなI{if史的文化的雌難遺蹟が，奴光資源となり，
観光１F蝿をつうじて(!l（〃され，維持され，人々に公開されていったという
ﾘﾄﾞｿﾐに，改めて感心させられたことである。しかもそのiiM光１１i潅化が，ト
ラストのものでj｣､俗に陥らないように，また利維-12義にならないように１
分に供iltにおこなわれていることである。まさに観光ﾁl:業化が、的ではな
く，あくまで手段であり、ｙＬの｜]的が瀧難世『｣'[の保存と維持なのである。
１３？ 
また日本政府のlllij山金の場合は，夕服炭鉱辿雌の係作の'１１:例にみられるよ
うに，産業辿峨をIILに理解しておこなわれるというよりは，１)謄炭地の'１iな
る過疎化対鑓，雌業政策の後始/|<的な印象が強かった。産業j蝿'【の観)ﾋｲﾋ
ｿﾞﾈ業が，遺跳を水､11に係序しつつ，その辿賊を有力な観光溢源とすること
が可能なのは，やはりイギリスに１世紀近く馴染んできたトラスト述動と
いう序征があるからなのである。
私は，改めてイギリスにおけるトラスト辿助の体大さに心を､)かされた。
ついでながら擶揃しておけば，私は，１１Ｆ，ナショナル・トラストを取り
上げて，とくにレジャーや観光のためのトラストにはたしている役割を検
討しているところである。
第４に，ニューラナークの保存巡助は，ポランタリーによっておこなわ
れてきたが，もちろん政府の保挫なしには笈9Aしなかったであろう。逆に
この迎動は，・股の民衆によっても，父排され協力をえておこなわれてき
たことを無視してはならない。この点に１%lしてもっとも印象的なことは，
すでに指摘したことであるが，ニューラナークの保存運動の初Ⅲ|に，一般
の住民が，醤の労Uii部k宅を購入して，係ｲﾎﾞ巡動の笠)ijを経減することに
協力し，そこにＩ１ｉみながら，歴史的｣)跳辿雌の保存に脇ブルていることで
ある。今なお，蚊｝)iの住宅に２００名近い'|j民が)片化し/|:柄して，ニュー
ビルディングとかロング・ロ-とかいった片の紡績労働行の仇んだ建築物
の保存・維持にM1ﾉﾉしている。時にはプライバシーを覗かれたり，不愉快
なこともあるであろうが。
またＮＬＣトラストは，ニューラナーク友の会（FriendofNewLanark）
といった支援組織をつくって，一般lIi比の|ﾙﾘﾉﾉをもとめている。ナショナ
ル・トラストのように全[Ttl組織ではなく，１１１発の遺産を所〃し怖'l1してい
るだけの小さなトラストなので，会且数は多くはないが，ニニーラナーク・
ピレッジのl1j氏とともに，ニニーラナークの保存維持に協刀しているので
ある。
夕張炭鉱の辿勵'1を仰がしようというlUi，こうしたことがおこなわれなかつ
イギリスにおけるI腱史的パ:瀧迫戯の保存迎ImIjと観光蜜iH1化１３８
たことか，対照的である。
第５に指摘するとすれば，ニューラナーク保存トラストの献身的な努ﾉﾉ
とすぐれたアイディアに感心しないわけにはいかない。ニニーラナークの
保存迎動で注目したいのは，保存迎勁のなかで，オーエンの思想を/'2かし
ながら，修復[］〔には，建設作業のトレーニングをおこなったり，ホテル
は，「トレーニング」ホテルとして，ホテル学を学ぶ学生の研修所をも』［
ねるという非常にユニークなアイディアを取り入れ実施していることであ
る。また1930｛12代の水力発喧機を復添させたか，その屯力をスコットラ
ンド1E力に光って幾ばくかの利雛をえていることも指摘しておきたい。
iliに「ハ。もの」をつくって人を染めるだけの観光1川発の!]1F代は，とう
のＨｆに過ぎ去ってしまった。小論は，イギリスのL匝要な－Llf例を検,靴しな
がら，２］世紀の観光はいかにあるべきか，モノではなく，文化や歴史か
いかに観光盗源として意味をもつかについて巻えるための，一つの鑛材を
提供したつもりである。
岐後に、小論で利)|]した資料の収災で，ニューラナーク保存トラスト②
LornaDavidson女史に人変お'11:話になったので，ここで感謝の趣を記し
ておきたい、
